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1. はじめに 

本業務は、最上川水系立谷沢川流域における砂防施設等の点検を行い、現地状況及び点検結果を

報告するものである。点検対象施設は、立谷沢川流域の砂防施設 45 施設であり、点検箇所は、主

堰堤、副堰堤、水叩、側壁、法面、護岸、周辺地山等、その他主要工作物（流路工、工事用道路及

び橋梁含む）である。点検は、定期点検と臨時点検に区分される。定期点検は、毎年 1 回以上、全

施設について実施するものである。臨時点検は、降雨時及び地震発生後に行うものであり、発生規

模により一種点検と二種点検に区分される。臨時点検では、45 施設のうち主要施設 15 施設を対象

としている。工期は、平成 24 年 5 月～平成 25 年 3 月までの 11 ヶ月間である。 

 今年度の砂防施設点検は、12 月末時点で定期点検を 1 回（45 施設）で 14 日間、臨時二種点検を

1 回実施している。本稿では、点検時の現場作業における安全対策について記述する。 

 

2. 現場の状況 

砂防施設は、立谷沢川流域の松の木下沢、板敷川、水沢川、工藤沢、妹沢、御蔵沢、前の川、角

沢、伝五沢、玉川、松沢、赤沢川、本沢、濁沢川、立谷沢川本川等に位置する。点検時は V 字谷に

設置された林道及び工事用道路を通行する。今回、工事用道路の路肩崩落や法面崩壊が多く徒歩で

移動する場合が多く足元に注意して点検した。点検個所を図‐1 に示し、工事用道路の路肩崩落や

法面崩壊等の写真を示す。 

 

図-1 立谷沢川流域砂防施設位置図 
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① 赤沢工事用道路の土砂崩

壊 

② 赤沢第 3 砂防堰堤左岸側

の土砂崩壊 

③ 濁沢川池ノ台土砂崩落 ④ 林道 L 型擁壁の崩壊 

 

3. 本業務における安全対策 

本業務の実施にあたり、常に作業の安全に留意し、無事故や災害の防止に努めながら作業を実施

した。具体的には下記のとおりである。 

（1） 点検作業開始前 

• 事前（前日及び当日）に気象、水象、工事箇所等の業務遂行に関わる情報の収集を行う。 

• 降雨時及び地震発生時には連絡体制に従い情報収集を行い、臨時点検に備える。 

• 点検作業員全員を集めミーティングを行い、当日の作業工程、点検箇所、点検方法の確認と

危険箇所、危険行為の周知を徹底する。 

• 点検員の健康状態を確認し、適切な指示をする。また、夏の気温の高い日は、熱中症に注意

する。 

• 使用する車両は運行前点検を実施し、車での移動は道路交通法に従い正しい運転を行い、交

通事故等の防止に努める。 

• 会社出発前に、装備品の始業点検を実施する。 

（2） 点検作業中 

• 使用する車両には会社名や連絡先のほか、「点検中」であることを明示する標示板を車内フロ

ントガラス内側に掲示する。 

• 点検作業は、安全上必要なもの（ヘルメット、長靴、安全帯等）を装備し、身分証明書、腕

章を着用した上で作業を行う。水際の点検は、救命胴衣を着用する。 

• 熊、蛇、害虫による被害防止のため万全の注意を払い、夏期でも長袖を着用するなど服装等

に留意し、必要な道具を携行するなどの対策を講じ作業を行う（救急箱、鈴、熊スプレー、

ハチ・アブ殺虫スプレー、ポイズンリムーバー、鎌、鉈等の携行）。 

• 落石の恐れのあるような危険箇所には近寄らない。 

• 異常箇所等を写真に記録する場合、樹木や雑草が覆っていて良く見えないときは、鋸、鉈、

鎌を使用して必要最小限の範囲で伐採してから撮影する。伐採作業をする場合は周囲に人が

いないことを確認しながら進め、それらの取り扱いには十分気を付ける。 

• 主任技術者及び主任点検員は、業務遂行中に危険要素を発見した場合、速やかにかつ確実に

是正するよう指示・指導を行い、速やかに監督職員に電話報告を行う。 

• 常に点検員の安全確保を第一とし、天候上危険が予測される場合及び現地の状況判断の結果、

現場作業が不適当と判断された場合は、作業を中止するとともに監督職員に電話報告を行う。 
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• 事故等の不測事態が発生した場合は、調査員の安全を確保した後、緊急時の連絡体制表に基

づき適切に連絡を行う。 

（3） 点検作業終了後 

• 作業終了時に作業員全員を集めてミーティングを行い、当日の点検作業の反省を行い、今後

の作業に生かす。 

⑤ 装備品 その１ 
 

⑥ 装備品 その２ 
  

⑦ 出発前ミーティング 
 

⑧ 点検現場での作業状況 

 

4. 特に配慮した事項 

（1）地震時の連絡体制 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震は、立谷沢川流域に近い庄内町狩川地

震観測所で震度 5 弱を観測した。この地震で庄内地域においても停電、通信障害、物資の不足

が数日間続いた。このことは業務工期内で同様の規模の地震が発生した場合、上記のような災

害が発生し、臨時点検を適正に実施できない可能性が考えられた。このため、業務を適切に遂

行するために地震発生時の連絡体制の整備を図った。 

具体的には、災害用伝言ダイヤル「171」の利用と連絡が取れない場合の点検員の集合時間と

場所をあらかじめ決めることとした。 

災害用伝言ダイヤルとは、大規模な災害が発生した場合に、電話を用いて音声による伝言板

の役割を果たすシステムであり、被災地への通信が増加し、つながりにくい状況になった場合

に提供が開始されるものである。 

（2）資機材の確保 

東日本大震災では、ガソリン不足が続き悩まされた。このことから緊急時に調査車両が利用
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できるように、常日頃から車両利用の帰社前に給油するよう努めた。 

（3）点検体制について 

臨時点検は、砂防 15 施設を 4 時間で点検し、損傷状況を監督職員へ報告する必要があり、時

間に余裕の無い作業となる。この点に関しては、2 班体制で点検を行い、現地の地理に詳しい

点検員を配置することで対応した。その他、出発前に作業内容の確認と分担、装備品のチェッ

ク、点検ルートの確認、出張所およびインターネット等から現地情報の入手等を確実に行うこ

とで、迅速に点検作業ができたと思われる。 

（4）施工業者とのコミュニケーション 

調査期間中は、堰堤工事や維持工事も実施されており、月山林道等は工事車両が多くなる。

安全に点検を実施するために、施工業者から工事状況や道路状況、危険個所等の聞き取りを行

うなど事前に状況を確認した。また、調査の点検個所、点検時間、点検ルート等を説明した。 

（5）危険生物の対応 

立谷沢川流域は、熊、蛇、蜂等の危険生物が多く生息している地域である。点検施設は、広

範囲に点在し林道および工事用道路以外の林内を移動するルートもある。このため、上記の危

険生物に遭遇する確率も高いと思われる。危険生物に係る対策として、鎌、鉈、鈴、熊スプレ

ー、ハチ・アブ殺虫スプレー、ポイズンリムーバー及び救急箱を携行して点検を行った。特に、

鎌、鉈は熊が襲ってきた場合、武器として有効であると考えられる。 

（6）第三者被害の防止 

点検では、林道や管理道路において法面の崩壊、路肩の崩れ、路面の陥没等の異常が確認さ

れる場合があった。異常があった場合は、砂防出張所と会社に連絡し状況を説明した。点検に

おいて、第三者被害の防止などの観点から、場合によっては、立入禁止やロープを張り安全を

図った。また、点検終了後に事務所にもどり、迅速に位置図や写真を提出した。 

 

5. おわりに 

砂防施設は林道及び工事用道路として整備された通路もあるが、施工時期が古い施設は、通路が

荒廃し未整備な状態であり、けもの道を利用しなければならない施設がある。また、堰堤天端まで

ロープを使用して上り下りする施設は非常に危険であった。今後、破損した工事用道路の整備や点

検通路の確保、簡易階段等の設置が望まれる。 

弊社では定期的に労働安全衛生委員会を開催し、労働災害を防止するための話し合いが行われ、

安全についての理解を深めている。そして委員会で話し合われた事項は後日、全社員に回覧される

ことになっている。しかし、このようなトップダウン方式でやっても、作業員の安全意識が高まる

とは限らない。日頃から安全教育と安全の意義の理解を根気良く繰り返し行い、作業員一人一人の

安全に対する意識を高め、安全のルールをいつも実行させるようにしなければならない。委員会や

始業前のミーティング等を通して、全社あげて安全に作業が実施できる体制及び環境を整えること

が重要である。 
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南俣沢砂防堰堤用地調査における安全管理につい

て 

 

発注者 新庄河川事務所 

施工者 株式会社 寒河江測量設計事務所 

業務名 南俣砂防堰堤用地調査等業務 

発表者 主任担当者 滝田健一 

 

 

１.はじめに 

本業務は、西村山郡西川町大井沢地内の大井沢川支川に存する南俣沢砂防堰堤用地（国有林）の用

地測量を実施し、用地に関する国有林野所管換書類作成を行ったものである。 

現地作業としては、４級基準点測量・用地境界杭設置（林野庁規定境界標）・境界点間測量等を実

施した。 

 

 

 

２.安全管理 

（1）現地踏査 

業務開始前に現地の状況を確認し、危険箇所の有無及び対応策を考慮または立案するための基

礎として踏査を行った。 

＜踏査結果＞ 

①堆砂敷にはぬかるんだところは見当たらず移動は大丈夫である。但し、砂防堰堤付近は調査

対象外であり確認していないため近づかない。 

②河川は水深がなく長靴での渡河が可能である。但し、川底の石に泥が付着して滑りやすいた

め転倒に注意する。 

③急勾配の斜面、擁壁天端を通る場合あり。このことから滑落に注意する。
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（2）作業前ミーティング 

現地踏査後、本業務に携わる全作業員に当社の 

安全衛生管理者を加えたメンバーで実施した。 

現地踏査で得られた危険が予想される箇所の状況 

を報告・確認し、検討した。 

                            ミーティング風景 

＜検討結果＞                          

①砂防堰堤脇の登り、移動箇所の擁壁天端等が滑落及び転落等が起こり得る状況であったため、

安全ロープを設置する。 

②現場内での移動経路は、草が生い茂って足元が分かりにくい状況であったため、転倒防止の

ために除草を行う。 

③川底の石が滑りやすいため、スパイク付長靴を着用する。 

④今年は前年比の３倍を超えるクマの目撃情報が有るため、クマ鈴を携行し作業する。 

⑤今年の夏は例年になく暑かったため、ハチが多く発生しているという情報が有り、ハチ撃退

スプレー等を携行して作業をする。 

      

         移動経路除草               クマ鈴の装着 

（3）作業手順書（現場ＫＹＫ） 

毎日の作業前に作業班長が、作業員の体調・服装のチェック及び作業内容・要領・役割分担を

し、また、当日予想される危険項目を挙げて作業員に周知し、記録簿に取りまとめた。 

10 月下旬から雨の日が続いたので、足元がぬかるんだり、斜面では特に滑りやすかったので滑

落には十分注意するように周知をした。 

    

        現場ＫＹＫ    

３.おわりに 

今回の業務では、現地踏査で危険箇所をしっかりと把握し、予防策を実行して無事故で終えること

が出来ました。今後も、現地踏査の重要性を理解し、無事故無災害に努めたいと思います。 
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月山地区地すべり対策工事（田麦俣地区ほか）用地調査等業務 

における安全管理について 

 

   発注者 新庄河川事務所 

   受注者 株式会社 光生エンジニアリング 

業務名 月山地区地すべり対策工事（田麦俣地区ほか） 

用地調査等業務 

発表者 主任担当者 畠山 茂広 

    

１．はじめに 

 本業務は、鶴岡市田麦俣地内及び、西村山郡西川町大字志津地内の地すべり対策工事に必要となる

工事用道路の幅杭設置、用地測量、立竹木調査算定等を行ったものです。現地の状況は、両地区とも

自然林の山奥で渓谷や、急峻な斜面もあり、もうすぐ雪の降る季節になる事もふまえ、本現場におけ

る安全管理及び工期の厳守について考慮したことを記述致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

志津地区 田麦俣地区 
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作業の内容と手順については、管轄法務局で地図の謄写及び土地証明書等の取得を行い、関係者の

把握を行いました。さらに発注者からの貸与資料に基づき、補助基準点の設置を行い、その点を基に

境界点の復元及び幅杭等の設置を行い、現地に関係者を集めて境界杭の立会い、さらにその資料に基

づき面積計算、用地実測平面図等を作成しました。また、物件調査として地番毎、権利者毎に分けて

立竹木調査を行いました。 

 

２．安全管理及び工期の厳守ついて 

1)  現地は月山の麓である志津地区と、湯殿山の麓の田麦俣地区ということで、作業が遅れる

と積雪による斜面での転倒や滑落等の危険性が増す事が考えられるので、工期の厳守及び安

全管理の徹底の面からも積雪する前に作業を修了することを重視して取り組みました。 

 

３．害獣害虫対策として 

本業務では害獣対策として、特に熊についての対策を考慮しました。熊についての知識や遭

遇しないための対策、遭遇してしまった場合などについて、事前にインターネットや参考図書

により知識を身に付け、危害に遭わない又は軽減するための備えとしました。 

1)  熊についての知識  

        日本に住む熊の種類は、月の輪熊（南方系本州生息）とヒグマ（シベリア系北海道生息）で

ある。食べ物は肉、植物どちらでも食べる雑食性で、冬眠前の 9月以降は住民地域にまで食べ

物を求めて行動する。ふきのとうや根、ゆりの根、竹の子などを好んで食べるためその植生付

近では注意が必要である。 

また頭脳の働きも優れており毒殺など人間が施すトリックには仲々応じない強い警戒心を持

っている。行動は決して俊敏とはいえないが、という記述もあるが、100ｍを 7秒台で走る能力

があり、木登りも泳ぎも達者である。特に腕のパンチ力は一撃で牛を倒す破壊力がある。いず

れにせよ襲われた場合の対策は無いと考え、出逢わない事前の準備を期すしか方法はない。 

 

2)  熊に遭遇しない対策 

熊の生息地に入れば、熊と遭遇し、被害を受けるリスクが生じます。リスクを減らす工夫（リ

スク管理）が最初に必要です。熊も人間を恐れるので、遠くから人間の存在を知らせる事によ

り危険を回避できることもある。熊は嗅覚と聴覚が発達しているので、大きな音や高い周波の

出る鈴やホイッスルを鳴らし、自分の存在を熊に知らせ、熊に先に逃げてもらう。電波の届か

ない地域ではラジオは役に立たない。携帯音楽プレーヤーなどで音を出すほうが良い。 

 

3) 熊と遭遇した場合  

慌てず騒がず、落ち着くことが肝心。熊との距離が離れていて、熊があなたに気づいていな

い場合は、その場を静かに去る。 

至近距離で突然熊と遭遇し、熊から威嚇や攻撃を受けた場合の危険な行為は、急に立ち上が
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る、大声で叫ぶ、大きな音を出す、物を投げつける。これらの行為は熊を刺激して、かえって

攻撃を誘発させる可能性が高い。急に背中を見せ、走って逃げることは、自殺行為と同じで非

常に危険。狩猟本能を呼び覚まされた熊は、反射的に追いかけてくる。あなたが熊に敵意を持

っていないことを伝える。動かずにじっとしていること。急のつく動作はしない。熊が立ち去

るまで静かに待つ。 

熊が接近、攻撃してきた場合は熊撃退スプレーを発射して熊を追い払う。熊撃退スプレーに

ついてはいつでも取り出せる場所に装着することや、使用方法について事前トレーニングする

事が必要である。使用方法は難しいものではないものの、切迫した状況下の恐怖や焦りといっ

た状況を考慮すれば、スプレーをホルダーから抜き、ピンをはずし、適切な距離で熊に対して

噴射するという一連の流れを確実に行うことは予想以上に難しい。やはり実際の使用を想定し

たトレーニングが必要と考えられる。 

 

 

     ※写真は熊撃退スプレー『カウンターアソールト』です。写真左の取り扱い説明書には、

熊に襲われないためのアドバイスも記載されています。スプレーには使用期限も記載されて

いますので、事前に確認が必要です。 
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４．さいごに 

 

     今回の現場で実際に熊の糞を確認し、一度退避して体制を変えて作業を行った経緯がありま

す。３人組みの２班で離れて作業を行なっていましたが、２班が離れないように作業を行いま

した。また、糞を発見した班より、地元の人から（田麦俣）近くに熊の巣があるようだとの話

をされたとの事で、昔の当社の先輩で、今でも現役で測量をしながらマタギ（？）をしている

先輩に、アドバイスをいただきました 

まず、３人以上で話しをしたり、ラジオや鈴でアピールしていれば熊が最初に気付いて逃げ

てくれるが、心配であればとにかく１人でも人数を増やして作業するようにとの事です。 

また、熊は民家から近い（田麦俣地区現場）場所に巣は作らないとのことです。今まで 30

年以上狩猟をしているが、熊の巣は数回しか見ていない。人が中々近づけない急斜面や、がけ

崩れの下などの発見しにくい所に作るそうです。 

熊撃退スプレーは最後の手段で、とにかく熊に出逢わない対策をしっかり実践することが大

切であると実感しました。そして「クマの生息地に入らせていただく」という謙虚な気持ちを

忘れずに作業を行うようにしたいと思います。 
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ハチトラップ設置について

発注者 新庄河川事務所 用地課

施工者 株式会社 庄内測量設計舎

業務名 赤砂第三砂防堰堤ほか用地調査等業務

発表者○主任担当者 鈴木 栄史

担当技術者 深澤 弘一郎

１．はじめに

本業務は、最上郡大蔵村大字南山地内に存する、赤砂第三砂防堰堤及び赤砂第四砂防堰堤の所

管換に係る測量を行ったものである。現地踏査の段階で、ハチが現場付近に飛来しているのを目

撃した。このことからハチに対する対策(ハチトラップ設置)を行ったのでその報告を行う。

２．対策（ハチトラップ設置）

今回、ペットボトルを利用したハチト

ラップを設置した。

ハチトラップの仕掛け方は簡単で、ペ

ットボトルに、３ cm ほどの穴を開け、中

に誘引剤を入れ、つるすだけである(写真

1)。使用するペットボトルは１.５㍑でも

２.０㍑でもどちらでも良いが、１.５㍑の

ものを使用した。理由は凹凸があるもの

よりないものの方が、ハチが脱出しづら

いので、その凹凸がないものに該当する

のは、１.５㍑のペットボトルにあった。

ペットボトルに入れる誘引剤について、

ネットで調べると、いろいろな調合があ

ったが、ペットボトルの飲料をそのまま

使用できることから、炭酸飲料を使用し

た。誘引剤の割合は、日本酒１に対して炭酸飲料が１にした。ハチはこの誘引剤に誘われて、こ

のトラップに入り、誘引剤中のアルコールで酔っ払い溺死するのである。

設置場所は人が通らない場所に設置した。トラップにハチがよってくるので、動線付近に設置

すると、ハチと遭遇する確率が高まり、危険だからである。作業する場所から、最低でも３ｍは

離さなければならないとのこと。

写真1 ハチトラップ
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３．結果･まとめ

ハチの活動活発期の終盤の１０月初めか

ら１１月初めまで、１ヶ月ほど設置したが、

１～２ cm ほどの小さいハチが２、３０匹

ほどハチトラップに入っていた(写真 2)。

本来、５月から６月の女王蜂が巣を作る時

期にハチトラップを仕掛けるもので、それ

以外の月に仕掛けるのはハチを呼んで逆効

果だと言われているが、今回の現場のにお

いては作業箇所でないところにハチをおび

きよせるという意味で、有効ではないかと

思う。そして、このハチトラップの秀逸な

点は設置が簡単なことである。作成に必要

なものはペットボトル入りの炭酸飲料と日

本酒くらいである。経済的でもあると思う。

１ヶ月に渡って設置していため、雨水が

入り、誘引剤が薄まり、誘引の効果が下が

ったのではないかと思う。野外に設置する

訳なので、その対策も講じる必要があると思われる。捕獲の効果を上げるにはできれば、１週間

から２週間で誘引剤を交換した方がよいとのことである。

このハチトラップのおかげで、ハチに対して過敏にならずに作業を行うことができたし、ハチ

に遭遇せずに無事作業を終えることができた。しかし、このハチトラップは絶対ではないので、

作業においては通常通りの対策(ハチスプレー･ポイズンリムーバー等)は当然必要である。

４．おわりに

最後に、現場作業を無事故で終えることが出来ましたことを、事務所関係課の皆様、現場担当

者、作業員並びに関係諸氏に対し厚く感謝申し上げます。

写真2 罠にかかったハチ
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降雪期における現地作業の安全管理について 

発注者 新庄河川事務所 

請負者 株式会社 建設技術研究所 

業務名 寒河江川流域砂防堰堤実施設計業務、赤川流域砂防堰堤実施設計業務 

発表者 管理技術者 金野 崇史 

１ はじめに 

降雪期の現地作業は、事業リスクとのトレードオフの中で、迅速かつ安全に実施することが求めら

れる。本論文では、寒河江川流域及び赤川流域で計画されている砂防堰堤及びその工事用道路の詳細

設計に先駆けて実施した、測量の着手時に取り組んだ事業リスク対応の“成功例と失敗例”について

報告するとともに、実施した現地作業の安全管理について、1)第三者への配慮、2)作業員自身の安全

管理の観点から紹介する 

２ 事業リスクとのトレードオフ(成功例、失敗例の報告) 

現場は、寒河江川流域2箇所、赤川流域2箇所の計4箇所で、それ

ぞれの現場の標高は、表1に示す通り155～500mで、例年の実績か

ら標高が高いほど、降雪時期が早く積雪深も深い傾向にある。 

11月下旬の業務契約時には、既に降雪もあったが、その後の天

候の回復により日陰に雪が残っている程度の状態であった。 

積雪前に速やかに測量に着手する必要があったが、予備設計段階に比べてより詳細な情報に基づい

て実施する詳細設計では、新たな情報等により施設等の位置や範囲が変わる可能性があり、降雪期で

やり直しができない状況では既往計画に基づく性急な着手が“事業リスク”になる可能性があった。 

そこで、業務契約直後に所定の手続きを踏まえて現地確認を実施するとともに、地権者確認や区長

ヒアリングを実施して地域情報の収集を行い事業の実現性の観点から、既往計画のレビューを実施し

て、施設等の位置や範囲の変更の可能性を検討した。また、変更の可能性がある場合には、早急に変

更案を立案して、既往計画との比較により実現性・確実性の高い計画を提案した。ただし、実施計画

が固まった段階でしか地元に説明できない事業の特性から地元要望・意見等については、不確実性を

残した状態であった。 

この段階で、12月1週後半から現地作業に着手する体制を

構築していたが、週の前半に寒河江川流域で一晩に40cmを

超える降雪が確認された。そのため、現地に急行して状況

確認を行うとともに、作業に必要な目印の設置を試みたが、

視界不良と積雪速度に作業が追い付かず実現には至らなか

った。その後、天候確認を継続して回復を待ち、2回程現地

作業に着手したものの、年末の段階で現地の積雪深が1.0m

を超えて、測量実施は困難と判断し断念した(写真1参照)。 

一方、赤川流域の降雪は12月2週前半にあったが、前週からの着手により作業に必要な目印の設置

が出来たこと、積雪量が少なく作業効率を維持できたことから年内に所定の作業を完了できた。 

流 域 渓流名 標 高 

寒河江川 藤七沢 500m 

 上ノ沢 500m 

赤  川 穴無沢 215m 

 日野沢 155m 

写真 1 現地状況定点撮影(寒河江川) 

12 月 26 日時点；積雪深 1.5m 

表 1 各現場の標高 

道道路路  

積積雪雪深深  
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３ 安全管理の紹介 

３．１ 会社の取り組み紹介 

弊社では、現場作業における安全管理・衛生管理

の重要性に鑑み、安全衛生管理に対する社内規定を

整備するとともに、事業所への安全管理マネージャ

の配置、部室での安全管理担当者の選任等、安全管

理の指導・徹底と意識向上を継続的に図っている。 

平成24年には、以下の取り組みを実施した。 

(1) 社内における安全教育の実施 

1)安全衛生管理セミナーの開催(1回) 

2)特定線量下業務における特別教育の実施(4回) 

3)安全パトロール講習会(現場)の開催(1回) 

(2) 業務における安全・衛生管理活動 

1) 安全管理計画の立案(業務毎) 

2) 現場安全パトロールの実施(写真2、表2参照) 

また、事故等の原因については様々なものが挙げられているが、

弊社では、ハインリッヒの法則※にしたがって昭和57年より「現場作

業の危険事例集(ヒヤリハット)」を継続的に登録・更新し、それら

の事象に基づいた実践的な「現場作業安全衛生管理マニュアル」(以

下、「マニュアル」)を作成・運用して安全管理に取組んでいる。こ

のマニュアルでは、調査にあたって安全管理計画書(図1参照)を作成

し、その内容の適正や適切な履行を確認するチェックリストを活用

して安全管理マネージャのチェックを受けるものとしている。さら

に、抜き打ちで安全管理マネージャが作業現場を視察し安全管理の

履行確認や改善指導を行うなど普及と向上を図っている。 

本業務では、マニュアルにしたがって、計画段階の

安全管理として以下の内容を履行した。 

①通信手段の確保(docomo、au多重回線の確保) 

②連絡手順カードの作成・配布(写真3参照) 

③保険(有期労災)の適用確認と加入 

④土地所有状況等の確認 

⑤作業時リスクの洗い出し(以下の安全管理の対象) 

⑥ワンポイントＫＹの実施(毎日の作業前に実施) 

⑦ヒヤリハットの報告(毎日の作業終了後に実施) 

                                                  
※ 1件の重大災害の裏には29件の軽微な災害がありその後ろにはヒヤリとしたりハッとしたりするような

事例が 300 件潜んでいるという重大災害の発生確率論 

図 1 安全管理計画書 

写真 3 連絡手順カード 

 【項目№・良好事項】

１，２　安全管理計画書・携帯用マニュアルは協力会社にも配布され周知徹底されている。

４，５　日常安全管理活動に於いて安全朝礼・ミーティング・ＫＹ活動の実施と記録は良好である。

６，　作業服装・保護具の使用状況良好（安全帯、反射チョッキ着用、ヘルメットにライト装着等）

７，８　橋梁点検車の使用状況良好（資格証携帯、安全帯の使用、アウトリガーの張り出し、車両の誘導、

　　　　年次・月例点検の実施、機械に性能・作業範囲・作業上の注意事項等貼付）

１４，　車両の駐車方法が良好である（カラーコンの設置等）

【項目№・指導事項】

８，高所作業車の手摺への昇降は禁止のこと。計画の段階から手摺に乗らなくても調査できる作業方法

　　を採用する。それでも止むを得ない場合は、安全帯のフックが腰より上に掛けられる設備を設ける。

９，橋梁点検車の始業前点検実施の記録をつけるように指導のこと。

１６，他社の吊り足場を借用して調査をする場合は、始業前点検を実施し、不具合がある場合は設置者

　　　に申出て、改善してから使用すること。

【評　　　　価】

　安全意識も高く、協力会社をよく指導して作業を進めている。高所作業車使用時での高所作業車と構

　造物との挟まれ、高所作業車の転倒、点検者の墜落など発生すると重篤災害になる可能性が大きい。

　日々の作業場所・作業手順の確認を周知徹底し、安全管理活動を継続されたい。

表 2 現場安全パトロール記録(評価項目)の例 

写真 2 現場安全パトロール実施状況 
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３．２ 第三者に対する安全管理 

３．２．１ 作業時リスクの洗い出し(リスクアセスメント) 

対象地の立地条件から第三者として地域住民を対象にした安全管理を実施した。マニュアルにした

がって作業時リスクを洗い出した結果、“地域とのコミュニケーション(作業者に対する不審、利用障

害などの作業に対する不満等)”や“交通事故”等が挙げられた。 

３．２．２ 計画段階のリスク低減策 

計画段階の安全対策として、地域住民からの不審の解消策として同一車両の使用や駐車位置の固定、

作業員を固定することにより“作業員の顔の見える現場”に努めた。また、区長挨拶時に作業期間や

内容等を記載したチラシを配布して作業を周知するとともに作業員を同行させて作業員の“顔見せ”

と作業員自身の“意識向上”を図った。 

３．２．３ 調査時のリスク低減策 

交通事故防止対策として、車両走行時にはライト点灯

により存在を示すほか、駐車位置の配慮・識標・車止めの

設置、作業員の相乗りや装備の一括積載による通行回数の

抑制、通行時の合図(警笛、ライト点滅、手挙げ誘導等)

を積極的に実施した。 

作業に対する不満の解消策として調査かんばん(図2参

照)の設置等による作業の“見える化”を図った。 

これらの対策により、トラブル等は発生しなかった。 

３．２．４ 管理的対策としてのリスク低減策 

管理的対策として、かんばん裏に“地域とのコミュニ

ケーションの心得”等を記載し、第三者とのトラブル回避

や安全な作業を実施するための指標を身近に置いた(図3

参照)。この対策により、地域住民からの質問等に対して

作業員の応対・説明で了解していただくことが出来た。 

３．３ 作業員自身の安全管理 

３．３．１ 作業時リスクの洗い出し(リスクアセスメント) 

降雪・積雪の影響、天候急変による作業員の“疲労”や視界不良・足元不安定による“事故・転落・

遭難”等の危険性が指摘された。また、作業期間短縮のため、作業員の疲労状態を確認しつつ休日作

業を積極的に実施したが、“休日の事故発生時対応の体制確保”が懸念された。 

３．３．２ 計画段階のリスク低減策 

計画段階の安全対策として、天候による作業の中止、休止、再開、実施の“判断基準”を設定した

(表3参照)。これらの判断は、外部や現場内でも連絡手段に制約があることから始業前に判断するもの

とし、防災(台風、豪雨、雷、積雪等)情報を提供する気象情報サービスと契約して定期的に情報収集

した。天候の急変時には、作業員各自で避難等の判断ができるように、概ね１０ｍ間隔で設置した“目

印(ピンクリボン)”が視認できなくなりそうな状況では避難することを事前に申し合わせした。 

図 3 上記かんばんの裏面 
コミュニケーションの心得等記載 

図 2 かんばん(作業車ダッシュボード上)

測量作業実施中 

渓流調査のため、測量作業を実施して

います。 
 
連絡先：株式会社 建設技術研究所 

TEL：○○○－○○○－○○○○ (担当部署直通) 

管理技術者；金野 崇史(こんの たかし) 

TEL：○○○－○○○○－○○○○(携帯) 
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また、週間予報に基づく作業週報を作成し、作業計画

を構築するとともに、天候に合わせて柔軟に計画(内業・

外業、等)を見直して、作業の効率化・短期化を図った。 

３．３．３ 調査時のリスク低減策 

積雪前に、作業全体を俯瞰して機材の据え付け位置や

基準点等の位置、作業ルート上に概ね１０ｍ間隔で“目

印(ピンクリボン)”を設置した。この目印は、積雪後の

作業実施及び効率を維持するとともに、転落防止や避難

目安として役立った。また、作業ルートは、積雪前に水

路や支障物の有無を確認するとともに、積雪後には、ス

ノーシューによる歩行で圧雪し歩行補助とルート固定を

行った。この対策により作業効率の維持と転落等の事故

防止を図ることができた。 

３．３．４ 管理的対策としてのリスク低減策 

管理的対策として、マニュアル(携帯版)を常備し(写真

4参照)“作業員教育”を推進するとともに、マニュアル

に準拠した装備、注意事項の遵守を徹底した。 

作業員の疲労による事故拡大防止として定期的な休日

の取得や連続作業日数を制限した。 

また、作業の開始及び終了時には、関係者に定点観測

による積雪状況、作業内容、翌日の作業予定をメールで

配信し、休日作業の場合は、事故発生時の緊急連絡体制

も兼ねて関係者の携帯電話にも配信した。 

さらに、事故等の緊急時には、当事者及び同行作業員

は気が動転し、複雑な行動や判断ができないことから、

連絡手順カードの裏面に事故があった場合の対応を記載

して作業員全員に常時携帯させた(写真3、図2参照)。 

４ おわりに 

寒河江川流域の測量を断念したが、積雪状況を振り返ると契約直後に着手した場合にも積雪により

中止する可能性が高かったこと、事業リスク回避の検討により結果として当初の計画箇所から施設位

置等の変更があったこともあり、このようなトレードオフの関係の中で適切な判断をすることが非常

に難しいことを痛感した。幸いにも測量を完了できた赤川流域においても、常に中止の可能性があり、

適切な判断であったかは疑問の残るところである。 

また、現状では、降雪期における現地作業実施の基準やルールについて定めたものがなく、作業者

の判断に委ねられている状況であり、事故等の潜在的なリスクが高い状態である。本事案が、降雪期

における現地作業の安全かつ効率的な実施に向けて、少しでも寄与することを祈念して結びとする。 

判断 判断基準 

中止
積雪深60～100cm以上で、回復の見込みがない

場合 

休止
積雪深が40cm／日以上で、今後の予測でも降

雪が続くと予想される場合 

再開
積雪深60～100cm未満で、積雪深が20cm／日未

満で、今後の予測でも回復が見込める場合 

実施
積雪深60～100cm未満で、積雪深が40cm／日未

満の場合 

※ 上記基準は目安であり、危険と感じた場合は上記

基準に達していない場合でも作業を中止、休止す

ること。また、天候急変には十分留意すること。

図 2 連絡手順カード(写真 3)の裏面 

①所轄消防署への連絡(救急要請)

　・事故が発生しました。

　・事故現場は、○○市の○○橋付近です。近くに○○があります。

　・ケガ人の名前は○○○で、○○才、血液型は○型です。

　・被災の状況は、・・・・・・・・です。

　 出血があります。

骨が折れているようです。

意識がありません。

・・・・・・・・・・。

　・私は、建設技術研究所の○○です。連絡先は○○○○○○です。

②管理技術者・現場責任者・部室長への連絡

　・救急要請を行いました。内容は････(上記と同様)・・・です。

　・発注者他への連絡について、ご指示下さい。

事故があった場合の対応

写真 4 安全管理マニュアル携帯版 

表 3 作業実施の判断基準(案) 
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